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玉原湿原にて↓
ブナ林の新緑が見事でした↑

鹿俣山山頂にて↑

↓残雪がところどころにありました。

6月山行のリーダーは伊藤会長の予定でしたが、胸
膜炎を発症し入院することとなり、急遽藤井さんが
リーダーを担当することとなりました。

会長の入院は1ヶ月くらいかかるとの事です。その
間、会の運営を滞りなく進めるため、みなさまのご協
力をお願いいたします。

6月の黒川鶏冠山山行の参加予定者は18日現在20
名で、募集人数に余裕があります。ご希望の方は23
日までに藤井リーダーまでお申し込みください。

鹿俣山（5月山行）

6月のリーダー変更のお知らせ。
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6月山行の案内6月山行の案内
黒川鶏冠山／リーダー：藤井一義

鶏冠山山頂↑
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【持ち物】
【 入 浴 】
【申込み】

【 日 時 】
【集　合】
【持ち物】
【 入 浴 】
【申込み】

6月30日(日)
春日部西口駅前6時00分／せんげん台東口駅前6時15分。
登山スタイルで、スパッツ、ストック、飲み物・弁当、雨具は必需品
大菩薩の湯を予定。場合によってワイナリーに寄ることも？
6月18日現在、5名の空きがあります。希望の方は23日までに
藤井リーダーまで申し込みしてください。

2009年6月に行った三つ窪高原の反対側でR411号線。　柳沢峠からの登山です。
近くに黒川金山跡がある。石楠花が咲き、山頂（1710ｍ）からは好天であれば富士山、ア
ルプスの山並みが美しく山道は意外と広く、4.5時間の行程。

フデリンドウ↑

5月山行「鹿俣山」に参加して／戸邉茂雄
５月２６日（日）、鹿俣山の山行に参加しました。鹿俣山は、群馬県沼田
市上発知町玉原（たんばら）高原の標高１６３６．７ｍの山です。
今回の参加者はゲスト参加1名を含めて総勢２５名です。春日部観光の
都合でバスは４５人乗りの大型バスのため座席は余裕綽々でした。そし
て運転手はいつもの名ドライバー舘山さんです。せんげん台組７名を乗
せて６：００に出発、６：１５に春日部で残りの１８名を乗せ、６：４５に久喜ICか
ら東北自動車道へと入って行きました。８：２５に沼田ICを降りて、９：００丁
度に玉原高原のセンターハウスに到着しました。
いつもの様に鴫原さんの音頭で準備体操を行い、９：１５に登山開始で
す。すると私はカメラを入れたポシェットをバスの中に忘れてきた事に気
づきました。既にバスの姿が見えません。バスは専用駐車場の方へ移
動済みです。走って取りに行きましたが、直ぐに皆に追いつきました。歩
き始めると直ぐにブナ林です。新緑のブナ林では鶯が盛んに鳴いており
ました。思っていたよりも暖かいというより暑く、長袖１枚でしたが直ぐに
汗が出てきました。足元にはスミレがたくさん咲いていて、クマザサがた
くさん芽を出しておりました。ハルゼミも鳴いておりました。探鳥路を約２
０分進んで、太いブナやシナの木、ミズメの木などが密集するブナ平に
着きました。ここで道が分かれ、右折して鹿俣山の方へ向かいました。
しばらくするとスキー場が見えてきて、ゲレンデを出たり入ったりして進
みました。ゲレンデの上の方に来たら雪が残っておりましたが、最近の
暑さで雪が急激に溶けているようです。雪が消えるのも間近でしょう。
ゲレンデの頂上を過ぎ、更に２０分ほど歩くと鹿俣山の頂上に着きまし

た。頂上到着は１１：２０でした。頂上は狭く、そこで１５人ほどのグループ
が食事をしておりましたが、私たちが座れるスペースはありませんでし
た。記念写真だけを撮って、早々に下山しました。スキー場のゲレンデま
で戻り、広 と々した場所で昼食をとりました。下を見下ろすと玉原高原と
玉原湖が見えます。遠くを眺めると雪のかかった上州武尊山（ほだか）
が見えます。眺めよし、天気よし、空気よし、仲間よしの中でおいしい昼
食を頂きました。腹ごしらえができて、ユキザサ、サンカヨウ、タムシバ
などの花を愛でながら来た道をブナ平まで引き返し、ブナ平からは玉原
湿原へ向かいました。湿原に近づくとムラサキヤシオが丁度見頃で目を
楽しませてくれました。そして湿原に入り、木道を歩くと辺りの緑が一段
と濃くなりました。水芭蕉の花は終わりかけておりましたが、かろうじて
見ることができました。湿原を抜けると水場があり、冷たい水で喉を潤す
ことができました。そして１４：３０にスタート地点のセンターハウスに戻っ
てきました。正味４時間強歩いたでしょうか、しかし傾斜がなだらかで足
の疲れはありませんでした。
この後は、温泉入浴です。望郷の湯に向かいました。１５：４０～１７：１０ま
で１時間半ほど入浴をし、ビールを飲み、お蕎麦を食べて登山の疲れを
とりました。そして、コンビニに寄りアルコールを仕入れて、沼田ICから
朝と同じ道で一路春日部へと向かいました。バスに乗ると直ぐにお酌に
来られる方がいて、ビールの缶、焼酎のコップ、日本酒のコップと置くと
ころがない状態です。おつまみは次々を回ってくるし、時間のたつのが
早く１９：３５に春日部に到着です。その後、１９：５０にせんげん台に着き、い
つもの反省会をいつもの場所で行って、２１時過ぎに帰宅しました。
リーダーの伊藤さん、サブリーダーの市川さん、会計の宇田川さん、岡
本さんはじめ皆様ありがとうございました。今回も１２０％満足の山行で
した。

ハルゼミ↑


